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ＮＳＴ委員会 

愛知医科大学 緩和ケアセンター 

前田 圭介先生 

Keyword 

今年も、2日間で約 1万人を超える参加者でした。 

今年の発表では、サルコペニア・在宅栄養・地域連携に関するテーマ

が多かったです。急性期だけではなく在宅や地域につなげる取組みが

広まっているようでした。これから地域包括ケア病棟も立ち上げりま

すが早期からの栄養と運動介入はこれからの重要なケアに位置づけら

れると思います。 

Take home message 

・低栄養診断、サルコペニア診断 

をしっかり 

・入院高齢者の栄養管理はリハ栄養 

お忙しい中、たくさんの方にお集まりいただきありがとうございました。 

サルコペニア評価 

下腿周囲長 握力 

歩行 

学会参加報告 


